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『ム
清
都
真
由
美
さ
ん

高
岡
市
戸
出
放
寺
・
引
ω
歳

「
た
い
へ
ん
、
だ
ろ
う
」
「
何
の
、
何
の
」

と
若
い
夫
婦
の
楽
し
い
会
話
が
青
い
空

に
は
ず
む
。

高
岡
市
近
郊
の
精
農
、
福
島
家
に
育

っ
た
真
由
美
さ
ん
は
、
幼
い
時
か
ら
土

に
ま
み
れ
、
土
と
と
も
に
生
き
て
き
た

根
っ
か
ら
の
女
性
農
業
後
継
者
と
言
え

な
く
も
な
い
。

「清
都
の
家
は
大
き
な
農
家
だ
と
聞

か
さ
れ
た
が
(
嫁
ぐ
の
に
)
全
く
抵
抗
を

感
じ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
フ
ァ
イ
ト
が

湧
い
た
」
と
言
う
、
農
業
人
で
あ
る。

取
材
日
は
楽
し
い
新
婚
旅
行
か
ら
帰

っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
清
都
家
の
方

が
た
と
の
打
ち
解
け
た
姿
は
、
完
全
に

清
都
由
美
子
き
ん
で
あ
っ
た
。

県
立
中
央
農
業
高
等
学
校
で
寮
生
活

を
三
年、

こ
こ
で
〈
農
と
は
何
か
〉
を

学
び
と
っ
た
。
加
え
て
厳
し
い
生
家
の

し
つ
け
を
身
に
つ
け
、
清
都
和
文
君
と

見
合
い
、
良
き
パ

ー
ト
ナ
ー
を
得
た
。

和
文
君
は
東
京
農
大
の
短
期
を
卒
業

し
、
花
き
球
根
の
研
究
を
続
け
る
か
た

わ
ら
、
県

4
H
ク
ラ
ブ
連
絡
協
の
事
務

局
長
、
高
岡

4
H
ク
ラ
ブ
会
長
の
職
を

テ
キ
パ
キ
と
努
め
る
、

こ
れ
ま
た
全
く

の
農
業
後
継
者
で
あ
る
。

清
都
家
は
和
文
君
(
二
十
四
歳
)
の
父

l
武
雄
氏
(
五
十

一
歳
)
・
母

1
百
合
子

さ
ん
(
四
十
三
歳
)
・
祖
母

l
み
き
い
き

さあ /農作業fごと 和文君に耕地の案内を

しても らう 真由美 さん

ん
(
六
十
九
歳
)
の
四

人
家
族
。
水
田
十
六

ア
ー
ル
・
チ

ュ
l
リ

ッ
プ
十
一
4
ア
ー
ル
・

請
負
全
面
耕
作
が
二

十
五
ア
ー
ル
と
問
い

た
だ
け
で
も
忙
し
い

専
業
農
家
で
あ
る
。

「
一
人
増
え
た
分

は、

地
域
住
合
経
営

を
目
途
に
、
今
少
し

今年の農作業はー…・と父の指導に耳をかたむける清都家の人々

向かつて左カ、ら父・母・祖母・真由美 さん・ 夫

耕
作
反
別
を
増
や
さ

な
け
れ
ば
:
:
:
」
と

意
欲
を
示
せ
ば

「そ

う
そ
う
、
働
き
ま
す
か
ら
、
不
」

と
オ

l
ム
返
し
の
真
由
美
さ
ん
。
ま
さ

に
意
気
統
合
。
富
山
の
若
い
農
業
後
継

者
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
で
あ
る
。

《
活
発
で、

優
し
く
て
、
朗
ら
か
で

-
推
せ
ん
の
こ
と
ば

県
教
委
指
導
主
事
岡
田
久
良

(県
立
中
央
農
業
高
校
在
学
中
の
担
任
)

実
に
明
る
い
性
格
で
、
多
少
気
の

強
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
が

〈
私
は
将
来
農
業
で
生
き
る
ん

だ
〉
と

U
フ
気
構
え
が
で
き
た
根
源

だ
ろ
う
。

忙
し
い
農
家
で
あ
り
な
が
ら
、
非

常
に
家
庭
環
境
が
明
る
く
、
の
び
の

今年は国際児童年

どの子にも明るい未来としあわせを

す

》
と
夫
に
言
わ
れ
て
、
い
か
に
も
満

足
気
に
笑
う
。
子
に
摘
み
と
ら
れ
た
花

の
女
王
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
も
、
そ
の
熱
気

に
あ
て
ら
れ、

グ
ッ
タ
リ
。

び
と
育

っ
た
彼
女
は
、
竹
を
割

っ
た

よ
う
な
気
性
か
ら
友
人
関
係
も
良
〈

寮
生
活
の
中
で
自
己
を
磨
い
た
。

在
学
中
は
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
励
む

一
方
、
子
芸
や
縫
物
も
得
意
で
、
卒

業
後
は
裁
縫
も

一
通
り
や

っ
て
い
る

と
聞
い
た
。

現
代
娘
の
良
い
と
こ
ろ
を
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
、
ま
ず
良
い
奥
さ
ん
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

寸

品

国
際
I日
ノレ

主呈

年
と
は

今年の地価公示

54.4.11福光で大 火

かしこい消費者シリース:No.26 

子どもの消費生活環境を考え る 20-21 

トピ ックス 3月16日一4月15日 22-23 

5月のお知らせ 20 

県有美術品シリーズ

たけの こ 筆牛人作

あなたもノてード ・ウォ ッチングに

でかけませんか?

どの子にも日月るい未来としあわせを一一一一一一 1-3 

データから見た暖冬による水の需給予測一一一-4-6

毎秒514トン県内の 7J¥田代掻き用7]¥ 5 

重度心 身障害者の医療助成制度 7 

第34田県展の作品募集 7 

農家の家計設計は こう して 8-9 

あなたのための54年度生涯教育 10-11 

精神開発叢書を読みましょう 11 

市町村民話②大門町

円が;也の大蛇

14 

15 

16-17 

18-19 

オさんの作自で¥国連にゆかり

一
九
七
六
年
十
二
月
¥
国
連
総
会
は
¥
一
九
七
九

年
を
国
際
児
童
年
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
¥
一
九

五
九
年
十
一
月
二
十
日
に
国
連
ガ
採
択
し
だ
「
児
童

の
権
利
に
つ
い
て
の
国
際
連
合
宣
言
し
(
児
童
権
利
宣

言
)
の
二
十
周
年
を
記
念
し
だ
も
の
で
す
。

『こ
の
児
童
権
利
宣
言
は
』

国
連
の
人
権
規
定
や
世
界
人
権
宣
言
の
児
童
に
関

す
る
権
利
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
も
の
で
¥
前
文
で

は
寸
児
童
は
弱
体
的
¥
精
神
的
に
未
熟
な
だ
め
特
別

の
保
護
と
援
助
を
必
要
と
し
¥
人
類
は
児
童
に
対
し

最
善
の
も
の
を
与
え
る
義
務
を
有
す
る
」
と
述
べ
て

お
り
ま
す
。

県政パ ス教室

相談室d表紙 ・表 2
この道を選んだ若い女↑生後継者団

J青都真由美さん

今年は国際児童年
5月号・もくじ

国際児童年1979
世界各国の応募作日の中から

選ばれだアンマ二ークのイエリ力

表 3

表 4

12-13 

の深い月桂樹の輔の中で大人と

子供のなごやかな関係を象徴す

るものです。
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μ

『
一
九
七
六
年
の
国
連
総
会
で
は
』

「
児
童
の
た
め
の
諸
計
画
は
、
児
童

悩
祉
と
い
う
分
野
だ
け
で
な
く
、
料

消
的
・
社
会
的
進
歩
を
促
進
す
る
た

め
に
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず

特
に
開
発
途

上
国
の
児
童
が
栄
養
不
足
で
卜
分
な

保
健
サ
ー
ビ
ス
も
交
け
ら
れ
な
い
な

ど
、
基
礎
的
な
生
活
山
崎
が
与
え
ら

れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
児
童
権

利
ん
Ha
一一2
口
の
実
施
を
さ
ら
に
促
進
す
る

た
め
、
ニ
ト
周
年
に
あ
た
る
一
九
七

九
年
を
同
際
児
童
年
と
定
め
る
L

と

し
て
い
ま
す
。

の
目
的

こ
の
よ
う
に
困
際
児
童
年
は
全
て

の
凶
の
全
て
の
児
童
を
対
象
と
し
、

主
な
目
的
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
全
て

の
凶
に
刈
し
、
児
童
悩
祉
政

策
を
併
検
討
し
、
同
や
地
・万
自
治

体
の
児
童
地
策
の
拡
大
を
奨
励
す

f
供
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
に
付
す
る

認
識
を
深
め
る

n

忠
ま
れ
な
い
子
供

特
に
開
発
注

上
回
の

f
供
に
対
す
る
国
際
協
力

を
強
化
す
る

国
述
で
は
、
児
童
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る

ユ
ニ
セ
フ

(
国
連
児
童
基

金
)
を
中
心
機
関
に
選
び
、
世
界
名

凶
に
付
し
、
児
童
の
悩
祉
向
上
に
つ

申
宍
記
多
行
-dp
の
あ
ら
ま
レ

ユ
ニ
セ
フ
で
は
、
同
際
会
議
は
開

併
せ
ず
、
具
体
的
な
行
事
の
実
地
は

し
て
お
り
ま
す
。

各

阿
の
'目、
王
性
を
尊
重
す
る
こ
と
に

『
日
本
で
は
』

中
央
の
集
中
的
記
念
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す

v
f
ど
も
の
日
(
丘
月
五
日
)
を
・
中
心

組
織
と
事
業

-
推
進
機
関

議 品
山
県
凶
際
児
童
年
記
念
事
業
等
推
進
述
絡
会

-
推
進
団
体

ユ凶
ネ際
ス j生
コ令
j生協
絡会
協 '副
議山
ぷ>.. 113 
五円

本
部

青
年
回
、
母

f
M祉
協
議
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
み
ど
り
の
少
年
間
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
児
主
ク
ラ
ブ
連
合
会

-
啓
発
事
業

児
童
福
祉
モ
テ
ル
キ
ャ
ン
プ

少
年
の
主
張
大
会

あ
す
の

f
ど
も
大
会

越
中

っ

f
の
つ
ど
い

家
庭
教
育
総
合
セ
ミ
ナ
ー

ジ
ャ
ン
ボ

・
ヤ

ン
グ

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-
施
設
づ
く
り

イー
供
グ〕

凶

児
童
セ
ン
タ
ー

児
童
館

少
年
自
然
の
家
(
同
立

・
県
立

青
少
年
ホ
l
ム

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

立
山
山
箆
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン

地
域

勤
労
者
い
、
、
い
の
村

国際児童年記念事業

参加!の対象実地場所

上市町馬場品

実施時期事業の内容事業の名称

この子らに不幸という荷を

背負わせてはならない

おおむね小学 4年から中

学 3年生で町F 外での集団

生活が可能な児童(①養

護施設入所児童 ②里親

ほかを予定

7月下旬から8

月中旬にかけ

野外活動に参加する機会に忠ま

れない児童をキャンプに参加する機会

目的児童福祉モ

デノレキャン

フ

と
す
る
期
間

マ
地
誌
入
所
、

外
凶
人
お
よ
び

い
て
一
層
の
努
力
を
す
る
よ
う
呼
び

か
け
ま
し
た
。

般
児
童
の
交
流
を
ね
ら
い
と
し

た
国
際
児
童
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

多

ω県
の
行
多
の
あ
ら
歩
レ

凶
際
児
童
年
の
趣
旨
は
、
み
ん
な

が
い
ま
一
度
、
児
童
問
題
に
つ
い
て

与
え

そ
し
て
一
層
の
努
力
を
す
る

こ
と
で
あ
リ
、
必
い
世
代
を
育
て
る

と
い
う
富
山
県
の
大
き
な
柱
を
法
盤

に
各
自
治
体
に
お
い
て
児
童
悩
祉
地

策
を
充
実
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す

ま
た
、

刷
親
は
も
ち
ろ
ん
児
京
什
ら

が
巧
え
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ

リ
ま
す

こ
の
同
際
児
童
一
年
を
機
に
、
児
童

が
健
や
か
に
育
ち
、
ま
た
県
民
全
体

に委託されている児童

③母子家庭の児童 ④心

身に障害のある児童 ⑤ 

て、 2泊3日の

スケジュール

を与え、キャンプを通じて地域社会の一

員として必要な知識の函養を図リます。

童凡
又
一

他

一
の一円

一
由

y
一
向
同

ギ
一
加

カ
一参

で延10回実施日課 2泊3日、 1回100人参加のなかで

野外炊事、ハイキング、創作活動、聖f

外映"I、キャンブファイヤーなどを実

施(キャンピングカーも利用)

代表児童による意見発表、記念講演、 高岡市民体育

館

遊園地 魚i-It水朕館

大川 s=遊関

9片23日

8JJ上旬から8}J

(第18田市山県児童クラブ大会の中で

実施を予定)

無料開放

子ども

会議

あ
す
の
千
ど
も
大
会

が
こ
ぞ
っ
て
取
り
組
み
、
そ
の
認
識

が
高
ま
る
こ
と
を
目
標
に
記
念
事
業

を
い
く
つ
か
計
両
し
て
お
リ
ま
す

縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

マ
全
刷
出
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
全
凶

V
小
・
中
学
生
の
夏
休
み
期
間

マ
子
ど
も
の
祭
リ
(
愛
知
県
で

)

マ
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア

、 4 1•

I主主
一
ア
諸
国
へ
海
外
特
派
員
の
派

v 
二児
十童
f::l HI¥ 
) 手IJ
を 't'(
中言
心記
と念
す日
る (
見}J 卜
間一

月

マ
児
童
問
題
功
労
者
等
の
表
彰

マ
少
年
の
主
張
全
国
大
会

を
お
願
い
し
ま
す

関
係
者
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力

2
 

す そ
の
あ
ら
ま
し
は
別
表
の
と
お
り
で

記
念
行
事
の
す
す
め
方

二
月
三
十
日
に
「
富
山
県
凶
際
児

章
一
年
記
念
事
業
等
推
進
連
絡
会
議
」

I-j111}の問、作施

設ごとに2回

8月

等の l

日開放

家庭教育総
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
会
議
は
、
凶
際
児
世
年

を
-
記
念
し
て
県
内
で
実
地
さ
れ
る
作

日
間
事
業
に
つ
い
て
、

母親および家庭教育学習

活動のリーダー約1000人

(500人x2会場)

ほか

県教育文化会

館富山会場 1日

高岡会場 1日

目的 子をもっ親等の参加を得て、今

高岡市民会館

後の家庭教育のあリ方を検討するとと

もに、その成果を内容とした指導資料

合セミナー

を作成して配付し、正しい家庭教育の

越中っ子の 小学 5-6年生

約400人(200人x2回)

立山町芦I~弁寺

「立山荘」

第l次

啓発を図ります。

目的 越中 っ子ーたちを立山に集め、そ

の交流を通じておliいの友情を深め、

健全な心身 を日‘います。

と
り
ま
と
め
、

8月20-22日

第2次

8月22-24日日課 2泊3日、 l回200人参加のなかで

つどい

助
言
す
る
こ
と
や
必
要
な
こ
と
を
関

ま
す

係
持
に
案
内
す
る
役
割
を
も

っ
て

い

ま
た
、
別
表
の
事
業
の
う
ち

主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
連
絡
会
議

に
そ
れ
ぞ
れ
部
会
を
置
い
て
、
そ
の

推
進
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
。

13-15歳の少年

(昭和54年4月1日現在)

ん疋
士
、

↓
河未定 ・

レクリエーシ ョン 、冒険あそび、映画

の夕べ、登山、 星座観察、ゲーム、フ

いることについて、その意見を広〈一

般に発表することにより、少年の意識

に対する理解を深め、少年の健全育成

オークダンスなどを実施。

目的 少年が日常生活を通じて考えて少年の主張

大会

対策が充実する ようにします。

開催方法 所定のテーマについて募集

し、書類審査のうえ、 10名経度の少年

の意見主張大会を開催。
保育所や市(町村)広報紙でお知らせします。
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データから見た暖冬による

の需給予測

か
ら
本
年
の

象
台
の
気
象
概
況
(
表

l
」
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
非
常
に
岐
か
く

降
雪
の

の
他

の
機
関
で
観
測
さ
れ
た
降
水
量

(
降
雪
を
含
む

)
と
一一一
月

二
十
日
時
点

で
の

梢…
f

J

H

抵
は
次
表

の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す

こ
の
表
を
木
資
似

の
い
止
場
か
ら
比

ま
す
と

人
I

冬
期
(
卜
二
川

1
二
月

に
似
つ
て
は

昨
木
量
で
は
一
九

1
八

割
、
粘
…
勺
は
奥
山
で
は

4
1
J
ハ
割

ま
た
凶
怖
い
品

4
-
h
U
前
後

の
山
地

で
は

気
温
の
し
げ
同
い
こ
と
も
あ

っ
て
特
に
少

な

二
片
か

ら
三
月
に
か
け
て
は

と
ん
ど
な
く
な
ゥ
て

い
ま
す
。

水
利
用

の一
山
か
ら
見
る
と
降
寸
泣

か
少
な
い

た
め
に

一
番
影
響
を
受
け

て
い
る
の
は
水
力
発
む
で
す
。

節
電
が
必
要
で
す

水
力
発
電

の
む
式
に
は
自
流
式
と

い
っ
て
水

の
流
れ
を
そ

の
ま
ま
利
用

し
て
発
泡
し
て
い
る
も
の
と
、
ダ
ム

専
に
よ

っ
て
一

時
川
ω聞
し

て
発
屯
す

る
ダ
ム
式
や
ダ
ム
水
路
ょ
が
あ
リ
ま

少
な
い
せ
い
も
あ

っ
て
降
水
量
は

例
年

の
六
割
引
佐
度
で
し
た
。

そ
の
向
で
は
、
県
民
に
と
っ
て
は

非
常
に
し

の
ぎ
や
す
い
冬
で
あ
っ
た

富山気象台の気象概況

X H自利153年 12n 昭和J54年 1fJ 昭和154年 2 }J 

本年 、|ι年 千年差 ‘le年比 本千f- 1 'Ie年 、le年近 、|ι年比 本年 、|三年 、Ji年去 、!と年j七|

~'\ i皿H 

6.7 5.1 + 1.6 
。。

4.3 1.9 +2.4 
% 

5.5 2.1 ↓ 3.4 
。旬。

('C) 

降水足
139.0 290.3 -]51.3 48 135.0 287.9 -152.9 47 155.0 182.7 -27.7 85 

(mm) 

日jl¥Js:J
110.6 58.3 +42.3 190 86.5 67.6 + J8.9 128 83.7 96.0 -12.3 'K7 

間(H)

表 1す
。

こ
の
期
間
の
発
電
実
績
は
自
流

式
で
は
ほ
ぼ
平
年
住
み
で
あ
っ
た
が
、

ダ
ム
式
や
ダ
ム
水
路
式
で
は
八

0
1

八

4
V
に
H

消
ち
込
ん
で
お
リ
、
全
体

で
は
約

一

o
rの
減
五
に
な
リ
ま
す
。

な
お
、
山
地
に
山

m
fー
が
少
な
い
こ
と

'

か
ら
、
融
雪
期
間
(
三
月
1
五
月

)の

子発
本1-1 'ef{' 
Jじρ 仁E-

さ量
tしは
ま、|三

す年
。 グ〕

のム
少 ;
な Fl:
く の
な J ;)，;1.: 
っ と

て
い
る
分
は
火
力
発
.
屯
に
ょ
う
て
倒

い

み

な

さ

ん

の

所

へ

凶

い

て

い

る

の
で
す
か
ら

価
格

の
高

い
油
を
余

恥九十

ン
明

ト

れ

aa噌

ろ
件

U

.

.

.

.
 し
F
K
l田レ

ト
一J
ノの内県

と
い
え
ま
す
c

今
久
、
、
の
れ
象
状
況
を
今
一
度
振
り

返

っ
て
見
ま
す
と
、
十
二
月
は
回
、
折

な
禾
f
節
風

の
吹
き
出
し
も
な
く
、
し
口
同

農業気象月報より

東
進
し

れ
圧
は
し
ば
し
ば
移
動
性
と
な

っ
て

晴
れ
た
日
が
多
く
、

B

‘
L

・
!

、

トト
メ
川
川

J
u
a
n
M
一
/
¥

少
な
く
、

1
4

特
に
多
照
で
降
雨
い
か

象
台
創
設
(
昭
和
イ
凶
年
)以
来
の
記

月
と
し
て
は
山
山
気

ま
た

鈷
と
な
る
な
ど
異
状
な
月
で
し
た

一
け
は
中
旬
こ
そ

一
時
冬

川
上
に
な

っ
て
多
少
の
勺
が
降
り
、
今
十

年
並
み
の
れ
伎
と
な

っ
た
が

ド
川
は
大
陪

の
し日間気

M
が
移
動
性
と

な

っ
て
時
れ
の
日
い
か
多
く

こ
の
た

め
前
月
に
続
い
て
高
尚
で

H
照
が
多

く
、
昨
木
川
区
も
例
年
の
半
分
以
下
に

な
り
ま
し
た

的
に
久
ふ
れ
の
れ
い
比
配
出
と
な

っ
て
勺

加
え
て

二
月
は

一
時

の
附
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
長
続
き
せ

ず
、
午
い
同
期
で
天
気
が
変
わ
り
、

引
続
き
寸
の
少
な
い
岐
久
、
、
で

し
た

と
し
て
は
記
鉢
的
主
高
温
と
な
り
ま

一
方
山
地
の
気
象

は
観
測
所
が
少

な
く
、
な
か
で
も
'
拠
地
に

は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
全
体

の
状
況
は
は

っ

き
り
し
ま
せ
ん
が
、

一屯
力
会
社
や
そ

計
使

っ
て

い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る

の
で
す
。
省
資
源
か
ら
も
電
気
は
無

駄

の
な
い

よ
う
に
使
い
た
い
も
の
で

す
。農

業
用
水

し
ろ
か
き
ま
で
は

富
山
県
の
水
田
約
七
力
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
か
ん
が
い
に
は
河
川
水
や
ダ
ム
、

た
め
池
の
貯
留
水
を
使
則
し
て
い
ま

す
。

御
吋
衣
ダ
ム
、
有
峰
ダ

ム、

出十
一…

水田の代撞き用水は恒期間(4月中旬)-5月上旬 )に

集中します。通常の用水量に比べて総量としては小

さいのですが、単位時間当りの水量は通常の 1.51音

から 2倍に相当します。

県全体の代撞き用水量は、かんがいl白ー積73，200ヘ

クタールに対し、 +Ij:f't、514トンが必要なのです。

これを県内の代表/K系についてみますと、

。黒部川水系は

かんがい面積約 8，300ヘクタールに対し際質土壌

地帯が60 ~';fを 占め、垂直浸透に高み 、 代J蚤き凶水量

は毎秒、90ト〆 と、他の/K系、に比べて相 当大きな水量が

必要。

単位mm

在比 ;[!il I也 川氏1¥洲! イ1 UI争 fjll l:-:}京 下小心 jJ 不IJ 4乙、 牧

rllJ (m) 1，459 1，090 766 650 368 260 

H?HU49年12}J-昭和50年 2月 797 508 767 611 904 958 

50年12J1- 51年 2}J 825 478 748 495 1，187 488 

51年12)J- 52年 2} J 721 506 622 384 1，280 316 

52年12)J- 53年 2J] 1，005 496 847 552 1，357 679 

I -..4L4 カ年の‘ I i.j:~) 837 497 746 510 1，182 615 

II ?~ 干11 53年 1 2)J -II{{和54年 2) J 365 303 469 33:3 904 533 

1'"iL 4カ年との比 % 44 61 63 65 76 87 

ま
たJJ 

山地部の降水量(降雪含む)表 2
川
ダ
ム
等
の
主
要
ダ
ム
で
は
今
後
も

奥
地

の
勺
解
け
水
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
打
、
県
営
ダ
ム
や
約
三
下
八

-h
カ

一
叶
の
た
め
池
に
つ
い
て
も

一
日

1
一

関電・北電・県タム管理事務所調へ

単位cm各年3月20日の積雪量

観 iWJ 地 見日1¥iliJl 有 山争 御ほ衣 下小鳥 } J 不IJ 二，一全乙a、二. 牧

B?{ 手u 50 年 287 250 52 114 80 。
51 年 170 140 。 18 15 15 

52 年 210 202 20 60 128 65 

53 年 305 290 58 93 96 2 

L 記 4 カ年の十三士~) 243 220 32 71 80 20 

目白 ねl 54 年 135 135 。 。 。 。
4 

関電・北電 県 ダム管王軍事務所調べ

表 3
月

の
降
水
を
利
用
し
て
例
年
ど
お
り

貯
水
し
て
い
る
の
で
、

苗
代
や
し
ろ

か
き
肘
水
に
は
あ
ま
り
杉
山
明
け
は
な
い

と
巧
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

降
雪
量
に
よ
る
影
響
は
無

い

山
町
内

で
坑
ト
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
水

道
水
似
の
う
ち
、

i
J
J
d

、Hリ
ト
ト

J
1
l
l
〈
く

ど
ペ
ノ
七
円
じ
伊

川

是

。常願寺川・神通川・庄川・小矢部川水系は

これらの水系は極端な砂't~i足掛土がないところか

り 、

水系 かんがい|白i桔 代感き用水量

r;市願寺川 9，300へク 何秒 66トン
タール

神 通川 6，900 44 

j上 }II 19，200 140 

ノl、矢部 JII 9，300 47 

となります。

流
木
で
、
残
る
山
初
が
地
ド
本
で
す

表
流
水
の
影
響

全
体
的
に
見
れ
ば
今
ま
で
に
千
地

。氷見地域は

丘陵地であることか らため池利用が多く、 - }j J ~ 

性は地下水の影響を受ける、いわゆ るグライ土層が

多いため消費水量カリトさく、かんがい l面積 3，800ヘ

クタールに対し +11:秒 9f，となリます。

5
 

。射水平野は
乾 田化を績極的に進めた結果、悩通川、広川、和

国川および伏流水の 4系統によるかんがし、 r(U杭約5.9

ヘクタールに対し、毎秒31I となっています。



で
降
っ
た
雨
や
雪
は
す
で
に
流
出
し

て
し
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
山
地
の

雪
は
例
年
で
す
と
四
月
1
五
月
ま
で

の
聞
に
融
け
て
流
出
し
て
い
た
の
が

本
年
は
一
千
灯
以
下
の
地
域
に
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

降
雪
量
に
よ
っ
て
河
川
流
出
量
が

影
響
す
る
の
は
、
梅
雨
期
ま
で
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
(
凶
月

ー
六
月
)
に
使
用
さ
れ
る
水
道
需
要

量
は
、
夏
季
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
て
少

な
い
時
期
で
す
。

ま
た
、
河
川
流
量
の
う
ち
、
農
業

用
水
に
利
用
さ
れ
る
も
の
に
比
較
し

て
水
量
は
極
め
て
少
な
く
、
現
有
の

施
設
能
力
も
推
定
需
要
量
に
対
し
余

裕
を
も
っ
て
お
り
、
影
響
は
な
い
と

身
、
え
ら
れ
ま
す
。

も
し
空
梅
雨
に
で
も
な
れ
ば
用
水

に
支
障
が
生
ず
る
所
が
で
て
く
る
こ

と
も
考
、
手
h
J

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
、
県

と
し
て
は
、
多
面
的
な
対
策
を
た
て

て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
が
、

県
民
の
み
な
さ
ん
も
、
い
ま
か
ら
節

水
や
水
使
用
の
合
理
化
、
用
水
設
備

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
る

よ
う
望
み
ま
す
。
な
お
、
夏
季
の
生

活
用
水
の
需
要
関
係
は

一ハ
月
以
降

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
降
雨
量
に
よ
り
影
響
さ
れ
る
も
の

地
下
水
の
影
響

地
下
水
に

つ
い
て
は
、
賦
存
量
と

の
関
係
も
あ
っ
て
、
影
響
が
少
な
い

県宇
工営 与
業 I
用 手
水
道

県
営
の
工
業
用
水
道
は
次
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。

ハ門
和
田
川
工
業
用
水
道

庄
川
を
水
源
と
す
る
和
田
川
工
業

用
水
道
は
、
主
と
し
て
県
西
部
の
，
恥

海
工
業
地
帯
立
地
工
場
と
高
岡
市
周

辺
の
既
存
工
場
に
対
し
、
日
量
約
二

十
四
万
立
五
日
を
給
水
し
て
い
ま
す
。

同

神
通
川
工
業
用
水
道

神
通
川
を
水
源
と
す
る
神
通
川
工

業
用
水
道
は
、

日
量
十

.4
万
立
万
灯

の
給
水
施
設
が
整
い

、
先
月
か
ら
給

水
を
開
始
し
ま
し
た
。

節
水
の
心
配
な
し

こ
の
つ
の
工
業
用
水
道
の
給
水

本
管
は
、
新
港
東
側
の
久
々
江
地
先

で
接
続
さ
れ
て
お

り
、

こ

の

給

水

本
管
の
ド

ッ
キ
ン
グ
に
よ
り
、
庄
川

と
神
通
川
の
河
川
流
況
に
応
じ
て
取

水
量
を
相
互
に
調
整
し
、
い
か
な
る

場
合
に
も
、
安
定
し
て
確
実
に
給
水

で
き
る
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。

今
年
の
よ
う
な
異
状
気
象
の
場
合

に
は
、

神
通
川
工
業
用
水
道
の
施
設

を
利
用
し
て
、
和
田
川
工
業
用
水
道

と
一
体
と
な
っ
て
給
水
す
る
こ
と
が

6 

で
き
ま
す
の
で
、
渇
水
に
よ
る
節
水

等
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

等業

手二幅広 用し
水か

し
手IJ 7.k 
用力
す発芥
べ電は

節きに道水
弘工

水重H 業用

な用水
天水
然等農 ，心
掛け 年今 j資原 掛
てので け効有よあ

つり よにな無
利年|浪 つ
用し 特は せで日ま
てに

だ 艮水日

さにん
し、。 JL、

重
一
度
心
身
障
者
者
は
、

4
2

〈
H
A
W
'

』つ

I
L
a
E
'
l
v
A
d
 

た
リ
介
設
が
必
.
安
で
あ
り
、

助
、
レ
向

:

d

i

 

出
に
お
い
て
本
人
お
よ
ひ
家
扶
の
大

特
に
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
医
療

費
が
、
家
庭
経
済
の
上
に
大
き
な
影

き
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
ο

第34回県展を、次の要綱で開催いたしますので、ふる ってご応募i

ください

会期/6月16日-6月22日

会場/県民会館A.B展示場

〈部門〉日本画 ・洋幽 ・彫刻J.工芸 ・喜・ 'Ij:真

〈資格〉 応募資格は、県|付紅住者および本県出身者

〈点数〉 各部門について l人l点とする 。ただし万真は l人2点以

内。

〈条件〉 未発表のもの。軸物を除く 。水彩画 ・版画は洋画部門とす

る。書は、制またはわくは、りとする 。'Ij:具』は、わくばりと

します。

〈規格〉 日本幽 ・洋画は、鋲を含め、タテ ・ヨコそれぞれ 2m以内。

周3刻・工芸は重量50kg以内。書は 、2mX1m以内。立j.真は

全紙以 iょとし、単組万具:とも 1.8m ~q }j以内とする 。

〈搬入>6月12日(13時-18時).6片13日(9時-18時)

〈搬出>6月23日(9時-17時)

なお、くわしくは県庁文化課までお間し、合わせください。

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

安お
;どい
して
たは
杜
会負
生 111，

活 の
が軽
で減
き を
る図
よリ県
う、に

昭
和
山
ト
九
年
十
川
か
ら
県
単
独
半

業
で
医
療
貨
の
助
成
を
実
施
し
て
き

て
お
り
ま
す
。

該
当
と
な
る
万
は
、
次
に
よ
リ
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

1
、
対
象
者

市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
満

一
歳

以
上
満
六
十
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て

身
体
障
害
者
手
帳

一
級

・
二
級
ま
た

は
療
育
手
帳

A
の
交
付
を
受
け
た
者
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護

を
受
け
て
い
る
者
は
除
か
れ
ま
す
。

2
、
所
得
制
限

そ
の
者
の
属
す
る
世
帝
の
前
年
の

合
計
所
得
金
鋲

(
総
所
川
付
金
制
、
退

職
所
得
金
額
お
よ
び
山
林
所
得
金
額

の
合
計
額
を
い
う
)
が
一
千

M
円
未

満
の
世
帯
。

3 

受
給
資
格
の
登

録
お
よ
び
交
付

医
療
費
の
助
成
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
受
給
資
格
申
請
書
を
市
町

村
に
提
出
し
て
受
給
資
格
の
笹
川
仰
を

し
、
受
給
資
格
証
の
交
付
を
長
け
て

く
だ
さ
い
。

4
、
受
給
資
格
証
の

提
示

フ

受
給
者
は
、
医
療
を
受
け
る
と
き

は
、
保
険
証
と
受
給
資
格
証
を
医
療

機
関
等
の
窓
口

へ
提
出
す
る
と
と
も

に
福
祉
医
療
費
請
求
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

5
、
受
給
資
格
証
の

返
還

受
給
者
が

そ
の
資
格
を
失

っ
た

と
き
は
受
給
資
格
一
祉
を
必
ず
市
町
村

に
出
泣
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



一
家
の
《
財
布
》
は
、
収
入
を
確
か
め
て
計
画
的
、
効
果

的
に
支
出
す
る
こ
と
科
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

わ
が
家
の
収
入
と
支
出
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
農
家
の
家
計
費
の
記
帳
を
す
す
め
る
と
と
も
に

叶
曲
家
計
設
計
基
準
」
を
作
成
し
、
こ
れ
を
計
画
的
な
家
計
支
出

の
指
導
指
針
と
し
て
い
ま
す
。

「
昭
和
五
十
四
年
富
山
県
農
家
家
計
設
計
基
準
」
を
紹
介
し

な
が
ら
農
家
の
家
計
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

に
設
計
し
、
農
家
の
良
さ
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
健
康
な
生
活
、
②
自
家
生
産
物

'

設計のたて方と基準農家設定
家計設計をたてる場合に必要なことは、所得状況 (農業 ・農外 ・被

贈扶助等の収入)、租税公課諸負担、そして可処分所得 (総所得から税

金等をヲ|し、た使ってもよいお金)はいくらになるか。また、そのうち

長期生活設計資金にいくらまわし、日常の家計費にどれだけあてるか

を設計してみることです。

以上のことを考慮、して、一つの基準として次のような農家を設定し

てみました。

農
家
の
家
計
設
計
の
五
つ
の
重
点

計
画
の
あ
るく

ら
し
を

最
近
の
経
済

の
低
成
長
期
か
ら
農

家
経
済
は
、
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
が

五
十
三
年
度
か
ら
は
じ
ま

っ
た
水
田

利
用
再
編
対
策
に
よ

っ
て
今
後
さ
ら

に
き
び
し
さ
を
増
す
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
ο

こ
う
し
た
時
に
ま
す
ま
す

〈長
期
、
短
期
の
生
活
設
計
〉
に
も
と

づ
く
心
豊
か
な
農
家
生
活

の
実
現
を

め
ざ
し
て
健
全
な
日
常
生
活
を
維
持

し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
の
消
費
態
度
を
反
省
し
、

農
家
生
活
の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら

計
画
性
を
も

っ
た
家
計
費
の
運
営
が

必
要
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
版
を
作
成
す
る
に

あ
た

っ
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
農

家
経
済
調
査
(
北
陸
農
政
局
富
山
統

計
情
報
事
務
所
)
結
果
を
も
と
に
検

討
し
た
う
え
で
、
次
の
五
点
を
重
点

の
有
効
な
活
用
、

③
高
齢
者
の
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
、

④
家
族
の
団
ら

ん
の
あ
る
生
活
、
⑤
余
暇
の
活
用
。

家
計
費
は
こ
ん
な
使
い
方
を
し
て
は
・
.

作目別 作る面積 作 方

7]( 干市 90アール 主要作業を委託

大 麦 8アール 主要作業を委託(転作大旦の裏作)

大 旦 8アール 主要作業を委託(転作)

裏作やさい 7アール 主要作業を委託

*自家用野菜 2アール 手作業

*採 JJs 鶏 7 -10~~ 残i奮を活用、手飼い

世帯主(手伝い程度)

基準農家の事E営内容

補助者/祖母(60歳台 )

1.経営面積 1ヘクタール

2.農業労働力

専従者/主婦(40歳台 )

3.経営内容

作目別 10アール当り概算所得(千円) 概算所得(千円) 備考

7/( 92 828 自家用も含む

大 麦 33 26 
大 豆 34 27 自家用も含む

裏作野菜 80 56 
*自家用野菜ほか 63 

5十 1，000 

4.農業所得の見積り

(注)大豆裏作奨励金、大豆転作奨励金は被贈扶助収入のため農業所得に加算してない。

家計費にしめる

各費目の構成割合

家計費の内容で I 

特に考慮したこと I

長期生活設計資金の内容

47万4千円 (46%)
13万2千円 (13%) 
16万円 ( 16%) 
25万4千円 (25%)

B 
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叫
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時
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と
ご
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一
不

-
圃
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1.住宅およ び自動車更新準備金

2 .教育準備金

3.結婚準備金

4 .老後およ び不時の災害準備金

品目

基準農家の概要と所得配分

(1)家族数 5人(構成、大人 3人、高校生、中学生)

(富山県農家の平均 4.7人……統計情報半務所農家

経済調在による。)

(2)経営耕地面積

lヘクタール (水田95アール

(3)農家の所得状況

農家所得 460万円

(農業所得問円

農外所得 360万円 〔世帯主の給料(税込)、ただし

通勤定期はひかないも の〕

被贈扶助等の収入 50万円

農家総所得 510万円

(4)所得の配分

農家総所得 510万円

租税公課諸負担 70万円(農家総所得の13.7%)
可処分所得 440万円

長期生活設計資金 102万円(農家総所得の20.0%)
家計賀 338万円

畑5アール)

家
計
簿
記
帳
の
す
す
め

家
計
設
計
を
た
て
る
に
は
、
現
在

の
収
入
と
支
出
の
あ
り
方
を
正
確
に

捉
え
る
こ
と
が
基
本
。で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
家
計
簿
の
記
帳
が
出
発
点
で

す
。
家
計
簿
の
っ
け
方
や
集
計
の
し

方
、
検
討
、
家
計
設
計
等
に
つ
い
て

g 

集
落
や
グ
ル
ー
プ
で
学
習
し
ま
し
ょ

ぅ
。

こ
れ
ら
の
指
導
援
助
に
つ
い
て

は
、
農
業
改
良
普
及
所
の
生
活
改
良

普
及
員
が
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

①
健
康
な
生
活
を
推
進
す
る
た
め
に
、
ま
ず

飲
食
費
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

②
王
婦
が
農

外
就
労
を
し
な
い
こ
と
を
考
え
、
で
き
る
だ
け

余
暇
の
活
用
、
教
養
書
の
購
入
な
ど
の
た
め
の

教
養
文
化
費
を
増
額
し
ま
し
た
。
④
交
際
費
は

自
家
生
産
物
の
活
用
を
は
か
る
こ
と
に
し
、
形

び
加
工
に
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
③
グ

ル
ー
プ
で
の
学
習
、
研
究
会
や
趣
味
を
生
か
す

式
よ
リ
も
心
の
配
慮
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
⑤
被
服
費
は
、
日
常
着
、
下
着
に
重
点

を
お
き
ま
し
た
。

自
家
用
野
菜
の
計
画
栽
培
と
そ
れ
を
調
理
お
よ



あ
な
た
の
た
め
の
EE回

専
門
講
座

県
民
の
生
涯
教
育
へ
の
関
心
が
尚

ま
る
中
で

ひ
と
つ
の
テ
!
?
に
つ

い
て
継
続
的
な
学
討
を
通
じ
て
、
体

系
的
に
深
く
学
び
た
い
と
い
う
要
請

い
か
高
ま
り

こ
れ
に
応
え
る
た
め
昨

戸え
Jι 

議

者

「
人
間
の
生
き
方
を
哲
学
的
、
宗
教

的
な
面
か
ら
学
び
た
い
」
「
お
さ
ん
ど

ん
専
業
で
は
ぼ
け
て
し
ま
う
の
で
も

っ
と
勉
強
し
た
い
」
「
夫
や
息
子
の
話

し
相
手
に
な
り
た
い
」

と
い
う
知
識

内
卜
引
は
中
年
婦
人
に
多
く
、
若
い

7

7

さ
ん
た
ち
は

「
生
活
を
充
実
し

た
い
」
「
子
育
て
と
庖
番
の
ス
ト

レ
ス

解
消
に
お
姑
さ
ん
と
交
代
で
出
席
す

る
」
な
ど
生
活
改
善
型
が
ト

ッ
プ
。

男
性
で
は

「講
師
の
生
の
声
が
聞

け
る
し
、
質
問
も
で
き
る
」
「
社
会
情

勢
を
知
っ
て
仕
事
や
生
活
に
役
立
て

た

い
」
と
な
か
な
か
意
欲
的
で
す
。

お
よ
び
講
義
日
程
が
決
定
さ
れ
次
第

新
聞
、
テ

レ
ビ
、
ポ
ス
タ
ー
等
で
申

し
込
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
十九

受
講
希
望
の
方
は
性
別
、
年
齢
、

学
歴
等
の
別
な
く
、
ど
な
た
で
も
受

年
度
、
県
民
大
学
校
宇
業
に
専
門
説

路
一
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

λ
十
三
年
度
は
「
人
間
の
探
究
」

「美
を
探
る
」
、
「
暮
ら
し
を
考
え
る
」

の
三

コ
l
ス
を
設
け

お
の
お
の

人
ま
た
は
二
人
の
講
師
に
よ
り

同
に
わ
た

っ
て
講
義
が
行
わ
れ
好
汀

で
し
た

の

声

お
し
ど
り
受
講
生

の
あ
る
夫
人

の

場
/入

「帰
り
に
は
お
食
事
も
い

っ
し

ょ
に

で
き
る
」

と
か
、「
株
の
投
資
の

参
考
に
な
る
」

と
い

っ
た
実
生
活
て

の
効
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
他
県
か
ら
引
越
し
て
き
て

寂
し
い
の
で
友
達
を
つ
く
り
た
い
」

と
お

っ
し
ゃ
る
老
紳
上
や
転
勤
肢

の

マ
マ
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。

V
専
門
講
座
の
特
色

男
女

・
年
齢

‘
学
歴

・
人
生
経
験

等
の
異
な

っ
た
人
た
ち
が
一
つ
の
場

所
に
集
ま
り
、
同
じ
テ
l
マ
に
つ
い

て
学
習
す
る
と
い
う
学
校
教
育
で
は

講
で
き
ま
す
。

V
受
講
料

無
料
。

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
等
は
実

費
を
徴
収
し
ま
す
。

味
わ
え
な
い
存
関
気
が
あ
り
も

っ

と
学
習
コ

l
ス
を
増
や
し
て
欲
し
い

と
の
声
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
定

V
学
習
コ

l
ス
と
会
場

「
人
間
の
探
究
」
コ

ス

析
学
と
心
用
品
子
の
出
よ
り

「
人
間

と
は
何
か

+「
人
聞
の
生
き
万
」
な

ど

l1l 

折
口
千
と
文
学
作
品
に
表
わ
さ
れ
た

人
間
像
に

つ
い
て
。

〔
し
品
凶
〕

「
美
を
探
る」

コ
l
ス

印
象
派
以
降
の
美
術
に
つ
い
て
県

い
止
美
術
館
収
蔵
作
品

の
作
家
を
中

dし、

(富
山
〕

「暮
ら
し
を
考
え
る
」
コ

ス

リーλム
ハ
、
又
ぷ
い
え

n

d
J
i
i
i
 社
会

文
化
、
教

育
作
品
ザ
の
時
事
評
論
。

〔富
山
〕

V
受
講
期
間

ハ
月
初
旬
か
ら
二
月
末
ま
で

V
受
講
申
し
込
み

各
会
場
ご
と
に
各
コ
ー
ス
の
講
師

高
校
開
放
購
座

晶
山
県
に
お
け
ふ
生
抵
教
育
の
推

進
を
図
る
た
め
、
高
等
学
校
の
施
設

や
設
備

人
材
を
広
く
県
民
の
皆
様

に
開
放
し
、
学
校
と
地
域
社
会
の
述

携
を
深
め

新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

っ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
ま
す

講
座
内
容
は
各
高
等
学
校
の
特
色

を
生
か
し
な
いか
ら
、
実
技
を
中
心
に

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
密
右
し
た
も

の
が
主
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昭
和
丘
十
三
年
度
の

テ
ー
マ
は
、
趣
味
の
同
去
、
陶
芸
、

絵
画
、
郷
土
の
歴
史
、
健
康
と
体
力
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
入
門
、
豊
か
な
生
活

と
環
境
つ
く
リ
等
々
で
、
各
講
座
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
開
設
高
校

新

川

地

雄
山
高
校

区

伝
山
町

上

『司

校

争t
市
町

r‘ 『

晶

士也

区

山
雄
峰
高
校

日ヨ

LlI 
市

福
山
商
業
高
校

富
山
市

中
央
農
業
高
校

大
山
間

i牛i
i涯i
i教i
iHE 

守口

〆申

、ミ

一
講
座
約
四
十
名
。
約
三
十
時
間
。

八
尾
高
校

八
尾
町

区

V
申
し
込
み

高

岡

地

志
貫
野
高
校

小
杉
高
校

有
磯
高
校

向
岡
市

当
該
高
等
学
校

ま
た
は
当
該
市

杉
田T

可V 町
募 村
集教
時育
問.委
お民
よふ」エ
び 。

期l
間

iJ( 
見

E完

波

I也

学
校
に
よ
り
多
少
異
な
る
が
、
お

区

石
動
高
校

).七
音1)
市

お
む
ね
五
月
初
川
か
ら

4
月
中
旬
ま

受
講
期
間

V
実
施
期
間

dvk
o
 

V
詳
し
く
は

当
該
しけ
川
等
小
校
か
-wJ

各
講
時
一
と
も

-K
月
中
川
よ
り
!

ぷ
山
町
村
教
育
安
以
会
に
お
問
い
へ
い

月
末
ま
で
の
，

r定
。

わ
せ
く
だ
さ
い

V
L止
員
、
受
講
時
間

希望者には実行 でiju，{jj~ 、た します。

，{(接叉:fltiの場{'i 1， OOOP J 

郵送希望の場介 1，840PJ 

. お申し込みは F~己へお ll l_めに 。

山山県教育丈化会館事務J.，) r(Oi64) 11一

白山 di片1.紙北町7番lサ 〒930
M、同車~車可、同ゆ同私H、M、H、M車.Y>+'!>'>車~山、M、~...~

オ守

精神開発叢書を読みましょう
く〉心の糧となる本です

・ 「粘神開発叢書」 とは、 一流講師の品，'tj. i~i を筆鉢 し た間一

寸土で、県教育委員会が刊行していま寸。

. -'jZ易な文章で治'[:も大きく、とても親しみやすい読

み物です。

・心の豊かさをよドめるあなたの則待にこたえて くれま

す。

・これからの世界の動きを見通し、自分の '1:.き )jを見

定める 1-.で大変参与になります。

く〉年間6冊購読できます

-年間 6冊刊行し、

.購読料は(6間分 )

635 



「

口ぎ

が
池日
の
人

蛇
L 

む
か
し
む
か
し
¥
串
田
村
の
あ
だ
り
に
大
き
な
円

い
池
ガ
あ
つ
だ
と
。
こ
れ
を
間
ガ
沿
と
い
う
だ
と
。

こ
の
池
に
大
蛇
の
主
ガ
住
ん
で
い
だ
。
年
々
村
人

を
と
っ
て
呑
ん
で
し
ま
う
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
つ

矩
山
人
や
力
マ

・
7
つ
を
も
ち
¥
神
輿
を
か
つ
ぎ
な
、
ガ

ど
大
雨
を
ふ
ら
せ
て
田
ん
ぼ
を
お
し
流
し
て
し
ま
う

ら
¥
円
、
ガ
池
ヘ
雨
乞
い
に
出
か
け
だ
。
こ
の
ま
ま
日

照
り
、
ガ
続
け
ば
¥
村
じ
ゅ
う
の
苗
ガ
残
ら
ず
枯
れ
死

ん
で
し
ま
う
。
村
長
は
一
山
に
祈
り
続
け
¥
も
し
こ

の
願
い
が
か
な
え
ら
れ
れ
ば
¥
ど
ん
な
こ
と
で
も
聞

ん
だ
と
。
み
ん
な
は
手
の
ほ
ど
こ
し
ょ
う
も
な
く
¥

き
ま
す
。
娘
で
も
さ
し
あ
げ
ま
す
と
い
っ
た
。

そ
の
祈
り
、
ガ
通
じ
だ
の
か
¥
明
け
方
か
ら
雷
鳴
と

と
も
に
烈
し
い
雨
、
ガ
降
つ
だ
。
田
は
生
き
返
り
¥
だ

長
い
間
苦
し
ん
で
い
だ
。

あ
る
年
の
こ
と
¥
田
植
え
を
す
ま
し
た
ば
か
り
、
だ

と
い
う
の
に
¥
来
る
巴
も
来
る
巳
も
¥
雨
、
ガ
降
ら
、
す

田
は
ひ
び
割
れ
¥
人
々
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
生
き

れ
も
が
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
だ
と
。

と
こ
ろ
が
¥
そ
れ
か
ら
七
日
目
の
晩
¥
村
長
の
枕

疋
山
地
も
し
な
か
っ
疋
と
。

村
人
だ
ち
は
¥
村
長
の
家
に
集
ま
り
¥
手
に
手
に

も
と
へ
水
も
し
だ
だ
る
よ
う
な
美
し
い
若
者
が
あ
ら

わ
れ
¥
わ
芝
し
は
円
、
ガ
池
の
王
、
だ
が
¥
約
束
ど
お
り

ぶ
ん
・
佐
野
善

雄

(
大
門
町
教
育
委
員
会
主
査

え

・

笹

川

作

穂

(
大
門
小
学
校
教
頭

(
不
転
載
)

-
小
さ
な
子
に
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

娘
を
も
ら
い
に
来
だ
と
い
う
。

村
長
は
¥
お
ど
ろ
き
、
た
い
そ
う
嘆
き
悲
し
ん
、
だ

も
の
の
¥
し
か
た
な
く
娘
を
大
蛇
の
嫁
に
や
る
こ
と

に
し
だ
。
別
れ
る
に
当
だ
り
¥
ご
先
祖
さ
ま
か
ら
伝

わ
っ
た
櫛
を
か
だ
み
と
し
て
¥
娘
の
髪
に
挿
し
て
や

つ
だ
と
。

約
束
し
だ
と
お
り
円
、
ガ
池
の
ほ
と
り
で
¥
娘
、
ガ
泣

く
泣
く
田
植
え
を
し
て
い
る
と
¥
や
が
て
¥
き
ゅ
う

に
あ
だ
り
が
暗
く
な
つ
だ
と
思
う
間
も
な
く
¥
雷
鳴

と
と
も
に
暴
風
雨
が
や
っ
て
き
だ
。
と
¥
泡
の
水
、
ガ

も
の
す
ご
く
渦
巻
き
¥
大
蛇
、
ガ
姿
を
現
わ
し
て
¥
火
火

の
よ
う
な
舌
を
出
し
¥

一
呑
み
に
娘
を
の
み
こ
み
¥

池
の
底
ヘ
姿
を
か
く
し
だ
。

そ
の
う
ち
に
¥
ど
う
し
だ
こ
と
か
、
池
、
ガ
き
ゅ
う

に
逆
波
、
だ
っ
て
き
て
¥
ふ
だ
た
び
渦
巻
く
水
と
と
も

に
¥
大
蛇
、
ガ
苦
し
そ
う
に
¥
の
だ
う
ち
ま
わ
り
な
、
ガ

う
姿
を
あ
ら
わ
し
¥
や
ガ
て
¥
ぐ
っ
た
り
し
て
水
に

浮
か
ん
だ
。

村
人
、
ガ
大
喜
び
で
近
寄
っ
て
引
き
あ
げ
て
み
る
と
¥

大
蛇
の
の
ど
に
櫛
ガ
っ
き
さ
さ
っ
て
い
だ
。
ガ
¥
娘

も
か
わ
い
そ
う
に
患
が
絶
え
て
い
だ
と
。

村
人
一
同
¥
深
<
山
を
打
だ
れ
、
寸
こ
の
櫛
ー
ー
娘

の
命
の
こ
も
っ
だ
こ
の
櫛
、
ガ
¥
あ
の
恐
ろ
し
い
大
蛇

を
退
治
し
¥
村
を
額
つ
だ
の
だ
日
と
い
う
こ
と
で
¥

社
を
建
て
¥
櫛
と
娘
を
こ
の
地
方
一
帝
の
神
と
し
て

ま
つ
つ
だ
そ
う
な
。

池
は
そ
の
後
¥
立
で
あ
つ
だ
大
蛇
ガ
，い

な
く
な
っ

て
水
も
絶
え
、
洪
水
の
山
配
も
な
く
な
っ
だ
の
で
¥

人
々
は
そ
こ
を
開
墾
し
て
田
に
し
¥
豊
か
な
村
に
変

え
だ
。
む
か
し
は
¥
そ
こ
ら
の
田
の
ま
わ
り
に
¥
円

い
池
の
形
、
ガ
残
っ
て
い
た
と
。

ま
だ
¥
社
は
由
緒
深
い
櫛
田
郷
の
総
社
と
し
て
¥

今
も
人
々
に
深
<
崇
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
。

〔
解
説
〕

大
門
町
櫛
田
神
社
に
ま
つ
わ
る
伝
説
で
あ
る
。

こ
の
一
帯
か
ら
古
代
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
伝
説
に
は
、
米
づ
く
り
に
つ
な
が
る
水
を
命
の

糧
と
し
て
、
こ
よ
な
く
大
切
に
守
っ
た
先
祖
の
村
人

た
ち
の
切
な
る
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。



テーマ 富 山 地区 高岡地区 魚津地区 砺波 地 区

(コース名称) i箆行二日 コース ~l子日 コ ー ス ~l子日 コース ~皇fラ日 コース

社会福祉総合施設 ・水 (運動公園経由)・社会 社会福祉総合施設 ・い いこいの村 ・流杉老人

いつくしむ ']i・X8産試験場 ・黒部青少年 % .}j; 福祉総合施設 ・流杉老 %.% こいの村(昼食)・斜学 % ・% ホーム(昼食)・県庁 ・
(福祉) % の家(昼食)・消費生活 % 人ホーム (昼食)・県庁 % 教育センター ・県庁 ・ 県民会館内山分館 ・社

セ ンター・県庁・九重荘 -いこいの村 ・頼成の森 九重荘 会福祉総合施設
子撫川ダム ・富島峡 ・ 和田川 ダム ・頼成の森 角川ダム ・県民会館内 和田川ダム ・県民公園

き ず く %.% いこいの村 (昼食)・県 %'X8 -いこいの村 (昼食)・ Xl'% 山分館 (昼食)・呉羽少 % ・% -呉羽ノ、ィツ(昼食)・
(土木) % 民会館 内 山分館 ・県庁 % 県庁 ・運転教育セ ンタ 年自然の家 ・県庁 ・富 県庁 ・富 山空港 ・木造

-木造在来工法改良住 一 ・富 山新港 山港 ・(運動公園経由) 在来工法改良住宅

宅

職業訓練センター ・工 和田川水道 ・職業訓練 富 山臓言11短大 ・呉羽ノ、 高岡銅器団地 ・工業試
さかえる %.% 業試験場 ・高岡問屋セ % ・% セ ンター ・呉羽ハ イツ %.% イツ(昼食)・県民公園 ']i・% 験場 ・高岡問屋セ ンタ

(商工)
}j;.% 

ンター (昼食)・県民会 % (昼食)・県庁 ・粗大コ. -県庁 ・富 山企業団地 一 (昼食)・県庁 ・緑化
館内111分館 ・県庁 ・中 ミ処理場 ・交通管制 セ センタ ー ・いこいの村
央卸 売市場 ンター

朝日 山公園 ・ビジター 木材試験場 ・北電呉羽 水産試験 場 ・林業試験 ビジターセ ンター ・大
つちかう %.% セ ンター・大境洞窟・栽 ']i・% 包イじ農場 ・呉羽ハ イツ %.% 場 (昼食)・富 111空港 ・ Xl・% 境 洞窟 ・栽培漁業セ ン
(理委林水産)

% 
培漁業セ ンター (昼食) (昼食)・県庁 ・交通管 % 県庁 ・消費生活セ ンタ ター ・富 山武道館 (昼
-県庁 ・農業試験場 制セ ンター ・農業試験 食) ・県庁 ・農業試験

場 場 ・緑化セ ンター

県民公悶 ・二上青少年 県民公園 ・埋蔵文化 財 頼成の森 ・いこいの村 県民公園 ・公害セ ンタ
やすらぐ %.% の家 (昼食)・ (二上万 % ・予三 センター・県民会館内山 ']i.% (昼食)・公害セ ンター xs - ・埋蔵文化財センタ
(白然環主党)

% 
葉経由) ・富山新港 ・ % 分館 (昼食)・県庁 ・大 -県庁 ・木造在来工法 - ・図書館 (昼食)・県
県庁 ・緑化セ ンター 岩眼目県定公園 改良住宅 庁 ・粗 大ゴミ処理場 ・

い乙いの村

風土記の丘 ・山野スポ 呉羽少年自然の家 ・情 風土 記の丘 ・111野スポ ふ る さと養護学校 ・斜
そだてる

% ・%
-yセ ンター (昼食)・ %.% 報処理教青セ ンター ・ 九.1Yz4 -yセ ンター(昼 食)・ % 学教 育 セ ンター ・呉羽

(教 青)
% 

教育記念館 ・県庁 ・情 % 県民会館 内 111分館 (昼 県庁 ・県民会館内111分 ノ、ィツ(昼食)・県庁 ・

報処理教育セ ンター 食) ・県庁 ・富山高等 館 ・(運動公園経由) 交通 管制セ ンター ・富

技能学校 ・埋蔵文化財 山新港

セ ンター

申込団体 または個人の住所地 申込先 所在地 屯話番号j

富山市 ・上新川郡 ・婦負郡 富山県知事公室広報課
富山市新総曲輪1-7 (0764) 

富山県庁内 31-3131 
両岡市 ・新湊市 ・氷見市 ・射

高岡 地 方県民相談室
前岡市亦祖父211 (0766) 

水郡 ・悩岡町 高岡総合庁舎内 21-9411 
魚津市 ・滑川市 ・黒部市 ・下

魚 津 地 方県民相談 主
魚津市新宿10-7 (0765) 

新川郡 ・中新川部 魚津総合庁1:;内 24-5311 
砺波市 ・小矢部市 ・東砺波郡

砺 波 地 方県民相談 室
砺波市幸町l一7 (07633) 

-福光町 砺波総合庁舎内 3 -5151 

国閲
圃困閥園

.運行コースは変更する ことがあり ます。

.親子パス(7月25日、 8月1日)の
コースは6月号に発表します。

(注) 農林水産コースについては、上記のコースに憂えて次のコースを選 ぶことができます。 乙の場合、実習材斜費の負担が必要です。

農山漁家生活近代化 セ

ンター (昼食)・緑化セ

ンター ・県庁 ・農業試

験場

考多1心レをまレょう

農山漁家生活近代化 セ

ンター (昼食)・県庁 ・

農業試験場 ・北電呉羽

電化農場

守4

回 申し込み先

回 申し込み期間

6 ・7月 の県政 ノ〈ス→ 5H 1日~日 月 15日

9 ・10月の県政ノ〈ス→ 8月 l日-8月 15日

回 参加の決定通知

抽 選によ っ て決定 し ま す 。

な お 、参加 者決定の通知 をも っ て発表に か

え、 抽 選もれの万には通知 し ませんので ご 了

承 くださ L、。

国 携行品など

( 1)参 加賀 は 無料で す が 、風土 記 の丘入館料の

実費は負担してくださ い 。

(2)埜 食およ び お 茶は 各自持参してください 。

(3)団 体 で参加 さ れ る場合は、団体が 指 定 する

場所 まで送迎します。

回 応募方法・・・・・・下 記の要領で 、はがきで

お申し 込みく だ さ し、。

(団体) (個人)

6月以降の「県政パス教室」運行表

農 111静、家生活近代化 セ

ンタ ー (昼食)・農業試

験場 ・県庁 ・緑化 セ ン

ター

住
所

(郵
便
番
号
)

.
氏
名

・
電
話
番
号

・
希
望
の
コ
ー
ス

及
び
運
行
月
日

-
団
体
名

・
(事
務
胃
設
置
)
市
町
村
名

.
代
表
者
氏
名

・
連
絡
者
住
所

(郵
便
番
号
)

.
氏
名
及
び
電
話
番
号

・
希
望
の
コ
ー
ス
及
び
運
行
同
日

〈

.. 

ご
質
問
、
が
あ
れ
ば
県
広
報
課
ま
で
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

県
に
は
、
毎
日
、
県
政
に
関
す
る
多
く
の
相
談
事
や

意
見
・
要
望
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら

私
は
大
正
三
年
四
月
生
ま
れ

で
現
在
六
十
五
歳
で
す
が
¥
今

ま
で
会
社
に
勤
め
だ
こ
と
も
国

民
年
金
に
加
入
し
だ
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
か
ら
年
金
を
受

け
る
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

園
町闘
員
一
山
開
剛院一聖
曲

こ
れ
ら
の
内
、
県
民
生
活
と
か
か
わ
り
の
深
い
県
の
仕

事
に
つ
い
て
の
相
談
で
、
読
者
の
方
に
も
参
考
に
な
る

と
思
わ
れ
る
も
の
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
年
前
に
土
地
だ
け
買
っ
て

い
だ
の
で
す
が
、
ι」
ん
ど
¥
家

を
新
築
し
ま
し
だ
。
不
動
産
取

得
税
は
¥
い
つ
ご
ろ
¥
ど
の
く

ら
い
か
か
っ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
か
。

た
。
ク
|
リ

ン
グ

・
オ
フ
制
度
が
あ

る
と
は

い
っ
て
も
安
易
な
契
約
は
慎

り
ま
す
。

こ
の
場
合
の
価
格
と
は
、

実
際
の
取
得
価
格
で
は
な
く
、
固
定

不
動
産
取
得
税
は
、
取
得
さ
れ
た

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
訪
問
を
受

け
¥
中
学
生
用
の
学
習
教
材
を

し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
た
の
で
契

約
し
だ
。
解
約
し
疋
い
が
ど
う

し
だ
ら
よ
い
か
。

み
た
い
も

の
で
す
。

不
動
産
の
価
格
の
三

rが
税
額
と
な

あ
な
た

の
よ
う
に
、
本
来
国
民
年

資
産
評
価
基
準
に
よ

っ
て
評
価
し
た

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の

額
で
す
。
ま
た
、
住
宅
を
建
築
し
た

に
加
入
し
な
か

っ
た
り

納
め
忘
れ

場
合
は
、
特
例
に
よ

っ
て
価
格
か
ら

の
期
間
が
相
当
あ

っ
て

年
金
を
、
っ

三
百
五
十
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

従

っ
て
ご
質
問
の
住
宅
の
場
合
は
価

け
ら
れ
な
い
人

の
た
め
に

現
在
特

『訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
』
で

は、

訪
問
販
売
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
止
す
る
た
め
、
契
約
の
申
し
込

み
、
ま
た
は
締
結
後
、
四
日
間
以
内

で
あ
れ
ば
申
込
者
等
が
無
条
件
で
申

例
納
付
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の

15 

格
(
評
価
額
)
か
ら
三
百
五
十
万
円
を

侍
列
-刊
吋
ま

1
1
i
↑

l
 
保
険
料
を
納
め
な
け

控
除
し
た
額
の
三

rが
税
額
と
な
り

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
過
去

の
期
間

半
年
な
い
し

一
年
程
の
聞
に

ま
す
。

か
月
に

つ
き
四
千
円
を
納
め

年
金

県
税
事
務
所
か
ら

車内
お 税
近通
〈 知
の書
金 ・が

を
受
け
ら
れ

3
よ
う
に
し
よ
う
と
す

る
制
度
で
す
。

し
込
み

の
撤
固
ま
た
は
契
約
の
解
除

届
く
は
ず
で
す
か
ら

を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な

っ

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た

の
場
合
は、

し
、
こ

の
特
例
納
付
で
保
険
料
を
最

今
す
ぐ
加
入

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
ク

l
リ

ン

お
宅
の
よ
う
に

土
I也
を

な

お

グ

・
オ
フ
と
い
い

法
令
で
指
定
さ

取
得
し
て

二
年
以
内
に

そ
の
土

低
十
年
納
め
れ
ば

年
金
を
受
け
ら

れ
た
商
品
に
限
り
認
め
ら
れ
て
い
ま

地
に
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
と
き
は

れ
ま
す
。

す
。
事
例
で
は
契
約
後
二
日
間
以
内

さ
き
に
納
め
た
税

(
土
地
に
対
す
る

な
お
、
こ
れ
は
昭
和
五
十
五
年
六

月
三
十
日
ま
で

の
特
例
で
あ
り
、
サ

で
し
た

の
で

県
消
費
生
活
セ

ン
タ

も
の
)
の
一

部
が
還
付
さ
れ
ま
す
か

ー
で
は
書
面
(配
達
証
明
付
き
郵
便
)

ら
、
住
宅
を
新
築
し
た
こ
と
を
証
明

ラ
リ
!

?
ン
の
奥
さ
ん
や
恩
給
を
、つ

け
て
い
る
人
等
は
、
こ
の
特
例
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

に
よ
る
解
除
の
申
し
入
れ
を
指
示
し

そ
の
結
果
、
解
約
が
認
め
ら
れ
ま
し

す
る
書
類
を
も

っ
て
、
も
よ
り

の
県

税
事
務
所

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。



今年の地価公示

所在地及び地番

[富山市】

+住居地域

舟橋南町7-18

四万北窪'[-:盆作2290外

犬島宇西高連坊割2-18

大江千1-4外

呉羽町寸:三舛苅4937-3外

北代'l布L14514-2

堀川町470-1

豊田 rj-: ~t代書IJ1 - 1 外

秋吉字四維回書IJlOO-15外

石坂守:鶴見2119-2外

k.正寺444

山室字浦田害IJ303-16

高屋敷字 Lリ立割719-14

水僑町千:)(!HT544-6外

森字道木書IJl20-1 95 

長i.l新聞r2-38

中品3-7-28

下新本町6-15

開'j':藤 ~LJ郎j上芹1]10-8外

莱島町3-8-2

IIIJ新rt155-5

1[.福千キJî" I~n643-11 外

新庄新聞'j-:銀納屋敷1-17

稲イbj元町ト日-15

下堀'j':神間割86-4

西公文名4-]0

堀川小泉町卜12-26

西中野町1-12-14

長柄町2-6-5

布瀬町1-590

大町2-160-5

奥田寿町8-3

磯部町2-2-9

西大泉8-15

県内の公示価格
価格 変動率 (牛島町7-2 45，000 羽根千三歩一害IJl177-1

前年比 :

水橋辻ケ堂字前回割2157-5外 14.200 6.0:水僑開発字水アビ川735-5

辰巳町2-4-14 62，000 4.4:月間新字藤塚害IJ99-2外

.宅地見込み地

65，000 

上飯野守:蓮花寺33-2

4.3: +商業地域

13，000 総曲輪3-5-2

24，000 - :水橋町7・京保開519-1

22，600 5.6 :南田町2-3-4

20，100 4.7:呉羽町2989外

16，600 5.1 :永楽町2ト23

23，600 6.3 :五悩字幸子尋問21-1

19，100 7.3 :小泉町，[:凸道割185外

35，500 -: )己町lト18

19，500 6.0 :大町字道成割282-8

23，000 豊川町1-3外

31，500 一 :宝田口-5-3

18，700 6.9:諏訪川原1-10-14

9，000 5.9 :新桜町2-20

21，500 一:一番目r4-4

32，000 6.7 :新富町1-1-4

21，000 6.1 :東岩瀬町字新川町345

22，000 6.3 :千代旧町4-42

19，000 4.4 : +準工業地域

21，600 6.9 :水崎市田袋171

23，800 5.8 :鍋田守:iuf.ii剖199-1外

32，600 5.2 :黒崎宇高木割173-1

22，300 5.2 :蓮町下一本木割144-1

46，500 5.7 :下富居2-8-36

21， 700 5.3 :岩瀬赤田町16

32，200 7.3 :上亦江町1-3-48

41， 700 

42，000 

41，300 

25，500 

31，600 

44，500 

55，500 

44，000 

6.1 :黒瀬字大屋害IJ60-2

5.5 :田中間T7道上割124-1

5.1: +工業地域

6.3 :向新rUOO9-1

7.1 : ~砂市街化調整区域の宅地

5.2 :呉羽野田下村巻246-2外

5.9 :古滞398

6.0 :下飯野字早稲田194-1外

17 

11，600 5.5 {魚津市}

4砂住居地域

1， 010，000 3.1:加積35-14

25，500 - :吉島宇五十里2479-4

90，200 l.3:・商業地域

36，900 中央通り l-T"'ll

57，000 2.5 

64，900 2.2 【滑川市]

76，800 2.7:・住居地域

87，500 2.9:下小泉町105-1外

101，000 2.5:柳原千仕入1053

137，000 3.0: +商業地域

174 ， 000 2 . 4 :下小泉町336-9外

101，000 2.0 

238，000 3.0 {黒部市]

174，000 2.4:・住居地域

425，000 2.9:中野道下早稲田3-2外

38，800 0.0:生地神区313-3

35，800 2.3:・商業地域

三 日市字桜校3117-甲外

12，500 

2l，90043;{婦中町1
64 ， 000 4 . 1 : +住居地域

19，900 2.1:速星352-5外

14，900 4.2:笹倉449

13，100 3.1:長沢寸:中町4200-2

23，000 -:下轡田67-1外

19，3004.3 

45，500 5.8 【舟橋村1

4砂市街化調整区域の宅地

9，600 1.1:竹内441

東芦l京宇中沼327-2外

2，000 2.6 

6，300 1.6 【高岡市]

5，600 1.8:・住居地域

11 ，400 1.8 

7，500 2.7 

10，300 3.0 

47，000 

13，200 4.8 

103，000 3.0 

27，200 4.6 

13，000 4.8 

60，500 0.0 

16，000 5.3 

14，800 

88，700 2.0 

14，500 4.3 

13，100 4.0 

10，900 3.8 

13，400 4.7 

8，100 1.3 

2，900 1.8 

~ 

今年の地価公示価格が、 4月2日

付で発表されました。

県内の地価の動向をみますと、前

年と比べ、平均して3.9 ~::; (全国平均

は5.2 ~:;; )上昇してお ります。

これを用途地域別にみますと住宅

地と宅地見込地がそれぞれ 5.1~::; 上

昇しやや高めとなっていますが、全

体的にみておおむね安定的な基調で

推移しています。

この地価公示は、毎年 l月l日時

点における都市やその周辺地域にお

ける標準的な土地の正常な価格を公

示し、一般の土地取引に際しての指

標とすること等により、適正な地価

の形成を図ろうとするものです。

公示のくわしい内容については、

各市町村の窓口へ行かれれば、下表に

掲げた公示価格のほか、標準地の位

置を書き込んだ地図や、周辺の状況

を記載した書類などをみることがで

きますのでご利用くださし、。

.156地点 1 m'当たり更地価格

.昭和54年|月|日時点

本丸町5-29

江尻字村前389-17外

古定塚6-24

伏木矢田5-30

野村383-3

波岡130-6

永楽町6-12

神主町40

大野279-4

赤十且父225

木津1324-7

中川栄町3-30

伏木本町9-11

伏木古府2-6-27

下牧野字中道1539外

中国字移回野48-2外

戸出町3-3-32

.宅地見込み地

木津572-1

.商業地域

末広町字吉田1017-1外

御旅屋町89-7

旅篭町13外

伏木中央町1-29

駅南3-ト5

伏木古田府4-2

.準工業地域

内免4-6-43

北島字山 ノ下223-3外

荻布字前向258-3外

吉久3-676-1

.工業地域

伏木1-1-3

.市街化調整区域の宅地

太田字中村2838-1外

答野出字西古川原田1140外

来石堤字屋敷田414外

佐野字善津島1222-5外

中田上麻生字宮嶋1218-1

62，500 

29，800 【新湊市1
35，000 -: +住居地域

13，400 5.5:三日曾恨20-9

21，400 5.9:八幡町3-4-14

15，900 6.0:海老江練合141

36，900 3.9: +商業地域

26，400 5.6:立町7-18

36，800 5.7:本町2-5-15

26，700 6.0: +準工業地域

25，900 5.3:庄西町1-28-25

33，800 4.0:堀岡明神新字西ノ開47-1

17，400 5.5:・工業地域

20，600 5.1:八幡町3-18

15，500 -: +市街化調整区域の宅地

11 ，800 4.4:松木698

16，800 5.7 
【氷見市】

20，400 4.6:・住居地域

;幸町21-29

696，000 2.1:栄町27-19

262 ， 000 1. 9 :・商業地域

80，000 3.0:比美町7-20

47，800 1.7 

123，000 1.7:【砺波市1
52，300 1.6:・住居地域

春日町4-30

55，400 2.6:広上町10-49

37，400 2.5: +商業地域

22，000 4.3:出町69外

14，600 
{小矢部市】

8，900 1.1:・住居地域

西町2949-1外

6，100 1. 7 :埴生字北反畝1594-6外

5，600 1.8:・商業地域

8，700 2.4:石動町13-19

14，800 3.5 

5，400 1. 9 

16 

{小杉町1

.住居地域

23，200 4.0:三ヶ1431-1外

22，500 3.7:戸破字若宮4929外

6，000 5.3:三ヶ字中吉原3390

戸破字加茂1667-1

104，000 2.0:戸破字神川2523-6

36，600 2.2:三ケ字茶ノ木1585外

.商業地域

27，000 3.1:三 ケ字中吉原3654-1

7，100 2.9:・市街化調整区域の宅地

黒河字竹山3748

10，700 1.9 
[大門町]

9，000 3.4:・住居地域

二口字馬渡り846-1

二 口字轟988-1

二口字南野割2449-1

20，400 6. 3 : +商業地域

12，400 3.3:二口字光明寺2936-9

4砂市街化調整区域の宅地

110，000 1.9:串田1210

【大島町1

.住居地域

21，200 3.9:若杉252

14，500 3.6:小島1176-1

80，800 

亦井字水落26-1

{下村】

4砂市街化調整区域の宅地

加茂字太子回3166-1外

26，300 - :白石字中ノ原1480-1外

9，800 3.2 

94，200 2.4 

23，600 4.4 

13，900 4.5 

14，600 4.3 

17，500 4.2 

14，700 4.3 

19，000 4.4 

71，300 1. 9 

6，100 1.7 

16，700 3.7 

10，700 3.9 

13，400 3.9 

26，700 1.5 

2，300 4.5 

13，800 4.5 

14，5005.1 

12，500 5.0 

8，400 1.2 

6，500 1.6 



現場視察する中田知事や定村町長

急!きょi復興の対策長時った

フェーン現象で火災警報発令中

富
山
県
内
に
異
常
乾
燥
注
意
報
が
で
て
い
た
問
月

|

一
H
、
火
災
讐
報
発
令
中
の
福
光
町
で
、
ト
・
h
時

川
地
卜
々
特
有
の
西
風
に
あ
お
ら
れ

て
延
々
・
h
時
間
余
り
の
大
火
と
な
り
、

-h
卜
じ
川
一
帯

一
h

ハ
ド
上
場
が
令
下
焼
、

:
h
山
卜

-夕
刊
が
催
災
、
傷
者

一
卜
五
名
、
焼
上
γ

刷
出
限
延
で
万
七
千

.h千
ト
々

γ
、
被
害

総
額
七
億
九
千
.. 
h
山
十
.
力
門
と
い
う
大
惨
事
と
な

っ
た
。

h
十
問
分
山
火
。

い
ち
早
く
援
助
の
手
が
・
・
・
・
・
・
。

大
火
に
お
の
の
き
な

が
ら
も
炊
き
出
し
の

手
は
休
ま
な
か
っ
た

あの家族はいずれへ・..

焼けあとから掘り出してはみたものの

殆どはイ吏い物にならない

t: tごぼう然と涙も枯れはて

四方八方から火の手が襲った

一夜明けた焼失現場はあわれそのもの

「
火
の
仕
末
慎
重
に
」

福
光
岡
西
町
の
木
村
庖
二
階
か
ら
出
火
し
た
火
の

粉
は

f
医・
k
山
お
ろ
し
'
の
西
風
に
あ
お
ら
れ
、
フ

ェ
ー
ン

現
象
で
乾
燥
し
き

っ
た
木
造
建
築
物
を
次
々

と
襲
い
、
象
財
-
道
具
に
予
を
か
け
る
こ
と
さ
え
許
さ

な
い
火
勢
と
な
り
、
地
厄
近
郊
か
ら
駆
け
つ
け
た
消

防
隊
の
必
死
の
消
火
活
動
を
あ
さ
笑
う
が
如
く
、
ア

ッ
と
い
う
間
に
燃
え
広
が

っ
た
。

一
瞬
に
し
て
失
っ
た
家
屋
、

職
場
。
悲
嘆
に
く
れ

る
擢
災
者
。
県
は
い
ち
早
く
災
害
紋
助
法
を
過
山

し
、
県
庁
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
避
難
所
の

設
置
、
似
設
住
宅
の
建
設
、
寝
具

・
学
用
品
等
の
貸

与
、
生
活
用
品
の
支
給
等
全
面
協
力
の
態
勢
を
し
き
、

ま
た
、
保
健
衛
生
対
策
の
強
化
、
保
険
会
社

・
金
融

機
関
へ
の
協
力
を
要
請
、
ト
刀
、
自
衛
隊
の
出
動
を

の
炉
」』

oe' 
ロ

羽

.

同
州

咽

活

だ

出

生

ん

く

込

早

り
ち

送

い
存
、

日

資
2

物

は

援

県

救

ボ
め
焼
跡
の
整
理
に
あ
た

っ
た
。

凶
片
二
十

一
日
現
庇
、
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
い
金
は

九
、
八
四
六
万
九
、
三
九
七
円
(福
光
町
調
)
と
な

ヮ
た
。

な
お
、
こ
の
大
火
を
教
訓
に
、
火
の
仕
末
に
対
す

る
認
識
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

復興に立ち上がった福光町民

オ9

君、ぎにいそがれた電話回路

自
衛
隊
の
救
援
を
要
請

ま
た
た
く
問
に
焼
跡
は
整
理
さ
れ
た

まず防疫とくまなく消毒



子どもの
消費生活
環境を考える

国連で「児童の権利に関する宣言」が採択されて今年

を国際児童年と定め、各国が子どもの福祉向上を一層強

力に進めることとしております。加えて今月 5日は、子

このため国連では、今年でちょうど20周年を迎えます。

間
食
べ
さ
せ
な
い

9 
どもの人格を重んじ、子どもの幸福を図る「こどもの日」

そこで今回は、子どもたちをとりまく消でもあります。

調
併
に
よ
る
と

日
本
大
学
曲
学
部
の
深
田
教
授
の

t : 
ト

二
歳
で
丘
十

r
一
歳
四
カ
月
で
卜

そ
し
て

わが子への愛を

世界のどの子にも

@ 
@ 

ノ
ナ
ど
も
に
と
っ
て
は
、
遊
び
か
仕

事
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て

f
ど
も

は
遊
び
を
通
し
て
心
身
の
発
達
を
と

げ
る
の
で
す
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
は
子

ど
も
の
成
長
に
と
ゥ
て
非
常
に
重
要

な
役
訓
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

費生活環境にスポ ッ トをあててみました 。

お
も
ち
ゃ
は
そ
れ
だ
け
に
丈
夫
で

安
全
で
あ
る
こ
と
が
最
低
限
備
、
え
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
条
件
と

い
え
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

一一
見
い
た
れ
リ
尽
く
せ
り
に
見
え
る

収
代
の
お
も
ち
ゃ
に
こ
の
最
低
条
件

す
ら
欠
く
も
の
が
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品

に
よ
る
人
身
事
故
例
を
全
国
か
ら
収

集
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
統

計
で
も
、
危
者
に
つ
な
が
る
商
品
の

第
一
位
に
お
も
ち
ゃ
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

歳
八
カ
月
で
八
十

i
rと
乳
幼
児
の

大
半
が
中
歯
も
ち
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
年
齢
が
、
か
え
る
と
虫
尚
も
、
か

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
c

文
部
省
の
昭
和
五
卜
二
年
度

J
f

校
保
健
統
計
調
査
報
告
書
」
で
は
、

小
学
生
で
九
十
三

・
七

γ
、
中
学
生

で
九
十
三

・
丘
町い
と
な

っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
虫
尚
保
有
志
r
は
-

は

i
十
八

・
八
U

い
だ

っ
た
の
で
す
か

ト
年
前

ら
、
こ

の
間
の
ふ
え
万
は
驚
く
ば
か

り
で
す
。

こ
の
よ
う
に
虫
歯
が
爆
発

的
に
ふ
、
え
た
の
は
、
こ
こ
三
十
年
は

ど
の
こ
と
で
す
が
、
要
す
る
に
、
廿

い
も
の
を
食
べ
る
引
慣
そ
の
も
の
が

国際児童年1979

虫
歯
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、

虫
向
を
予
防
す
る
に
は

甘
い
も
の
の
制
限
と
歯
み
が
き
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
、
厳
度
の

値
い
飲
み
物
、
た
と
え
ば
ジ

ュ
ー
ス

や
酸
性
飲
料
を
控
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
般
に
は
歯
を
溶
か
す
性
質
が

あ
る
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
幼
児
の
場
合
に
は
、
乳
繭
が
生

の
好
奇
心
に
だ
け
委
ね
て
、
場
当
り

的
に
お
も
ち
ゃ
を
与
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
百
定
で
き
ま
せ
ん

親
と
し
て
、
次
の
こ
と
に
注
怠
し

た
い
も
の
で
す

①
安
全
な
も
の
を
選
ぶ
。

S
T
マ

|

ク
(
玩
具
安
全
基
準
合
格
証
)
が
一
応

の
目
安
に
な
り
ま
す
が
、
作
リ
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
か
、
危
な
い
と
こ

ろ
が
な
い
か
、
念
入
り
に
注
意
す
る
。

②

f
ど
も
の
成
長

・
発
達
に
適
し
て

い
る
も
の
に
す
る
。

③
そ
の
お
も
ち
ゃ
を
使

つ
て
の
遊
び

打
に
は
、
「
ど
も
が
.
上
夫
し
創
作
す

る
余
地
が
あ
る
も
の
を
選
ぶ
。

。

で
は
必
要
量
を
隈
取
で
き
ず
、
こ
の

た
め
お
や
つ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
お
や
つ
用
の
食
品
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
菓
子
や
飲
み
も
の
に

は
、
商
品
に
よ

っ
て
多
少
の
差
は
あ

れ
、
合
成
着
色
料
を
は
じ
め
食
品
添

加
物
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

の
で
す
。

こ
の
食
品
添
加
物
は
現

ι

三
百
三
十
山
品
目
が
許
可
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
慢
性
毒
性
な
ど
安
全
性
に

疑
問
の
あ
る
品
目
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
市
版

の
お
や
つ
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、

次
の
こ
と
に
注
志
し
た
い
も
の
で
す
。

20  

支
で
わ
に

お
と
な
が
向
分

の
生
川

か
な

育
ち
盛
り
の
チ
ど
も
は
多
く
の
栄

養
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
ま
だ
体
も

小
さ
く
胃
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

っ

て
い
な
い
の
で
、

三
度
の
食
事
だ
け

く
れ
る
と
い

っ
た
優
れ
た
面
を
も
っ

て
い
ま
す
が

ば
出
い
ろ
い
ろ
な
問

①

f
ど
も
に
直
俵
好
き
な
も
の
だ
け

を
買
わ
せ
な
い
。

②
表
示

(製
造
年
月
日
、
添
加
物
、

原
材
料
等
)
を
峰
認
し
て
買
う
。

③
過
度
に
着
色
し
た
も
の
は
さ
け
る
。

④
同

一
食
品
を
多
量
に
、
ま
た
長
期

一
般
に
日
本
人
は
子
ど
も
に
甘
く、

ιν 

f
ど
も
も
何
に
で
も
日
を
出
す
こ
と

か
ら
、
商
品
を
売
り
込
む
側
に
と

っ

に
必
要
な
も
の
を
選
ぶ
時
は

リ
計
幽
的
に
い
く
つ
か
の
も
の
を
凡

て
、
得
心

の
い

っ
た
も
の
を
購
入
す

る
の
に
、
お
も
ち
ゃ
を
選
ぶ
時
に
は

判
断
力
の
ま
た
的
確
で
な
い

f
ど
も

え
そ
ろ
う
三
歳
ご
ろ
か
ら
歯
み
が
き

を
宵
慣

つ
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま

で
は
け
い
も
の
を
与
え
な
い
の
が
即

@@! 
@ 

題
を
含
ん
で
い
る
の
も
事
実
で
す
。

て
は
千
ど
も
の
反
応
が
運
命
の
分
か

れ
道
と
も
い
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う

し
た
こ
と
か
ら
特
に
最
近
は
、
明
ら

か
に
子
ど
も
た
ち
に
的
を
し
ぼ
っ
た

C
M
が
登
場
し
て
き
で
い
ま
す
。
そ

し
て
子
ど
も
た
ち
の
未
発
達
な
心
身
、

現
実
と
空
想
と
の
識
別
力
の
不
足
、

埋
解
力
の
未
熟
さ
や
信
じ
や
す
き
に

つ
け
入
ろ
う
と
し
て
き
で
お
り
ま
す
。

こ
の

C
M
洪
水
の
中
で
、
子
ど
も
を

無
菌
で
守
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
単
に
テ
レ
ビ

2オ

家
庭
で
テ
レ
ビ
の
ス
イ

/
チ
を
人

れ
て
い
る
時
間
は

ノ、h

j二

μl 

.t~) 
L 

に
子
守
り
役
を
押
し
つ
け
る
こ
と
な

く
、
千
ど
も
向
身
が
テ
レ
ビ
を
批
判

的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
親
子
で
よ
く

話
し
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
た
ず
ら
に

f
ど
も
の
射
幸
心
を

あ
お
る
よ
う
な
懸
賞
や
お
ま
け
っ
き

商
品
販
売
の
宣
伝
広
告
は
、
厳
し
い

態
度
で
の
ぞ
む
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

5
月
初
日
は
「
消
費
者
の
日
L

で
す
。

本
当
に
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
に
消
費
者
の
権
利
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
七
時
間
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ

の
間
、
民
肢
を
凡
て
い
る

と、

C
M
が
谷
紋
な
く
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。

も
と
も
と
テ
レ
ビ

C
M
は
、
私
た

ち
に
新
し
い
商
品
の
発
売
を
知
ら
せ
、

商
品
の
使
い
方
や
価
値
を
伝
え
、
ど

ん
な
商
品
が
流
行
し
て
い
る
か
な
ど

主
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
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3月15日
麗空港拡張計画で三者会議

大型ジェッ 卜機化に対処し て 富山空港が整備される
富山 勺東京のみでなく 航路はグーンとひ ろがることが期待 されてい る

~子撫川浄水場待望の通水式

4月竹日
麗県議47名に当選証書附与

統一地 万選挙のトップをきる県議

会議員の投票が 4川8日行われ、次

の47人(定数 11"，増 )の んがたカ、選ば

れ、当選証書を附与 しました。

.富山市 (敬干r科称I，Jかlド;聞略再)
j戊長地 央(ω67わ) 司中i情此ι:一(げ71υ) 

大P野f' f俊をJ雌有北:(ω62幻) )よ丈iよ;品 革革~(は37わ) 

大I坪4平E 義一一一ぺ(49引) 、|ド乙聖町野J' 秀{も“tパn日51υ) 

J 川LI丙珂 占ι毛昇.(ω45引) f仏佐A左:里野f 武犬犬占(臼54ω) 

射撃銃 2点と 投げ〉矢心 1.'人点"白

害カがfん具に指定。 こjれLらのがん具は |野品 池雄(43) 朝 日 俊一(41) 
使用 を誤ると 、人体に危害を およ ほ |・高岡市

す恐れが強いことから 、県では、 18I沌辺 辰男(51)

火災の恐ろしさ をまざま ざと 見せ | 七尾晶一朗(42)

つけら れた この大火 を教訓 に、火の| ・黒部市

始末は慎重 にいた しまし ょう 。 I合田善一郎(59)

(この項、本丈18頁参照 ) ・小矢部市

地 I~r l珂六郎(S4 ) 沼田 仁義(53)

.中新川郡

坂井昭二(52) 西岡 安正(59)

.下新川郡

鹿熊 安正(52) 笹島太一(55)

西品 栄作(57)

{無投票当選者1
・滑川市

八合巻忠 夫(44) 

・砺波市

阿部 昇栄(60)

.上新川郡

イi黒 武夫(72)

.婦負郡

小倉 勇(57)

dfiしました n こHにより、 1 [1吋た

1)長・大 GJi ¥'( }J :，のi'r~水を供給する

ことカiでき、，'::j1吋dJ、氷見di、小?三
日lil1i、制|吋聞r(I)水不足が解消き jしる

とあって、.i1IPK式に集まったJ也域fi::
l己グ)Ji 1);たは、宍:r}'にあふHていま

した

4月2日
寝起健康増進センター

建設準備室オープン

~~q(j )健l持.1¥"1進を総{HJZJに推進す

るための拠点となる健康明進センタ

ーー(同年 4}j完成子定)れ佳設を進め

る、高 山県健康JTI進センター建設準

備宅を発足させました。

4月98
~給水開始した神通川工業用水

r:業川*の需要に r.t;るため、日目

歳未満の青少年に売らないよう、業

者に強 く指不しました。

4月118 
~火災警報発令下の福光で大火

フェーン現 象で火災瞥報発令中の

悩光町で出火。

* * 
麗危険な有害がん具を指定

LL17J少年保持育成事議会は、標的

3月19日
麗浮国家を国の重文に答申

丈化財保議審議会は、富山diA旧

南町のi'r.H I家 (d.戸時代r1'.後期の

豪農民家)を |玉!の重要文化財e に指定

するよう符巾 しました

j手 間家は ;êJJI I 1i 藩の輿山 ~'l l ) 役。)

家制の代間 前で、 7代 f1は3，OOOfiをIrr-i ・
持領していたといわれ、8[HlJ10年に I11 ， ，.-

母家と 門が県の丈化財に指定されて Il' ， 
犠岡副知事が通水スイ ッチ

liリ|二英二(33)

白本弥生(51)

黒出安之成(75)

・新湊市

東保和雄(39)

.魚津市

千田 稔(48)

・氷見市

野畑 栄作(63)

明野 八郎(50)

石黒一男(49)

藤?I( 毅(55)

ー"・尽ムー合、 谷n(38)

fJ_Ej ?市 三郎(59)

j円井dil自li(54) 

ト.銘 政雄(69)

.県政パス教室6月、ア月分募集

中込期間/5月l臼-15日

申込先/県広報謀、 高|母、魚津、砺波の 各

地 )j県民相談主

申込方法/下記要領によりはが きで。

制人一位所、氏名、電話番号、逆行目、

1IJ'望のコース

団体一 |討体名、代表 者名 、連絡先(氏名、

屯話番号)、逆行日、 Jも・望の コース

コース/十日祉、 土木、商工、農林水産 、 t'l

然環境、教育

.富山県労働学院の受講生募集

申込期間/4月1日-5月22f::J 

申込先/県労政課 ~ ( 0764 ) 31 - 4111 

受講定員/250名

受講料/1，500円(テ キス ト料)

.児童クラブ成人指導者講習会参加募集

申込期間/5月1日-22日

申込先/県婦人児童課ま たは rh町村児童ク

ラフ"1L1当課

受講定員/50名

参加賀/2，000ドJ(病的料)

講習会/5n26f::J -27日

県青年の家(高山司i1i悩)

・2級建築士試験

願書受付期間/5)J14臼-18日

願書の申込 ・提出先/高山県建築 1:会
〒 930富 山市愛山町2-4-4~ ( 0764 )33-1 254

受験手数料/2，500円

-理容 ・美容師試験

願占受付期間/5)17日-16日

願書の申込 ・提出先/ 各保健所

受験手数料/3，000円
.危険物取扱者試験(乙純4類および丙楠)

願書受付期間/5月4日-10日

願~!Jの 申込 ・ 提出先/県消防防災課または

もより の消防本部

受験手数料/ 乙極4類3，000ド]臥J.fA2，500円
・易体障害者体育大会開催

とき /5月20B 

場所/県営陸上競技場

的爪 辰男(63) ・第30回富山県檀樹祭開催
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日時/5)]18日午前11時から

場所/城端町梨の木平

.愛鳥週間/5月10日-16日

・春の受通安全運動/5月11日-20日

・不正大麻・けし撲滅運動/5月15日-7月14日

大麻(通称アサ)は許可を受けなければ.fl，'i_え

ることができません。

-・・・・・・・“1111111.......11111111111...・・'"11111111"'"・・.1111111111....・・・・.11111
11111・・・....“"

.歯の衛生週間/6月4f::J -10 f:I 
・ガけ崩れ防災週間/6JJ1f::J-7日



どうろの はしを

あるくんだね ?・まマまマ

〆円、J/フ私
，， ~ / 可沼隆弘
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どうろを あるくときは じどうしゃから 三このえはどこがいけないとおもいますか。

はなれてどうろのはしをあるきましよう。1(あ〉はぼうやがどうろがわを あるいて

号号にしっかりてをつはいでもらって 1いますo キ号と あるくときは るるが

あるきましよう。 どんなあるきかだを iどうろガわを あるきます。(し¥)は

するとあぶないですか。みんなとはなし ?ママがほうやのてをつないでいません。

あってだだ、しく あるいてね。 ミみんなにも あしえてあげてね。

道路では寒見が車道側・幼児は建物側を歩き

「手首」をしっかり握ってあげましょう。

幼児はキョロキョロまわりのものに興味を示したり、 右側を歩くのは、対IIIJしてギーがよく見えるので右側を
はなしに熱中しながら歩いたりします。そのような時 歩く、それなリの理由があるのです。
は、交通安全に気を配られていません。、、ふいかな行動 また、親と一緒の時は必ず親が車道側を歩き、幼児は

をとる原因となりうるので注意させてください。 建物側を歩かせましょう 。そして、幼児は何かに興味
そして、歩道や白い路側帯があるところは必ずうち側 を示した時や、とっさの時に手を離しやすいので、手首

を歩く習慣をつけさせましょう 。 を握ってあげたほうが安全です。

白い線があるからといって安心させず、車か ら離れる

よう、また白い路側帯がないときは、右端通行を覚え ママから幼児へ質問事項
させてください。ここで問題なのは、幼児の場合右と 「右はどちら?J i車は右側通行、左側通行?J 

左の区別です。この区別については、日常行動すべて 「人はどうして右側通行なの?J 

に関連させながら機会あるごとに教えましょう 。人カ、
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あなたも
/ミード・ウォッチングに

でかけませんか?

あだりは新緑でいっぱいです。

ちょっと早起きして森の中を

のぞいて見ませんか。あんガい

手近な森にも小鳥だちガ生活し

ています。

ちょうど今頃は、南の国から

渡ってきだ美しい夏の訪問者

「夏鳥」に出合うで、しよう。自年

続けて観察すると同じ所にいつ

も訪ねてくるようですよ。
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